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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】植物に対する優れた防除効力を有し、植物に対し薬害の問題を生じることがない
植物病害防除方法を提供する。
【解決手段】フラメトピルとメトコナゾールとを有効成分として含有する植物病害防除組
成物、好ましくは、フラメトピルとメトコナゾールとの重量比が１：２０～５０：１の範
囲である植物病害防除組成物、より好ましくは、フラメトピルとメトコナゾールとの重量
比が１：２～５：１の範囲である植物病害防除組成物であり、該フラメトピルとメトコナ
ゾールとの有効量を植物または植物を栽培する土壌に施用する植物病害の防除方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フラメトピルとメトコナゾールとを有効成分として含有する植物病害防除組成物。
【請求項２】
　フラメトピルとメトコナゾールとの重量比が１：２０～５０：１の範囲である請求項１
に記載の植物病害防除組成物。
【請求項３】
　フラメトピルとメトコナゾールとの重量比が１：２～５：１の範囲である請求項１に記
載の植物病害防除組成物。
【請求項４】
　植物病害が芝病害である請求項１～３のいずれか１項に記載の植物病害防除組成物。
【請求項５】
　前記芝病害が葉腐病（ラージパッチ）、葉腐病（ブラウンパッチ）、カーブラリア葉枯
病、ヘルミントスポリウム葉枯病、ダラースポット病、擬似葉腐病（春はげ症）、擬似葉
腐病（象の足跡）、雪腐小粒菌核病、炭そ病、紅色雪腐病、褐色雪腐病、フェアリーリン
グ病、ゾイシアディクライン、またはネクロティックリングスポット病である請求項４に
記載の植物病害防除組成物。
【請求項６】
　フラメトピルとメトコナゾールとの有効量を植物または植物を栽培する土壌に施用する
植物病害の防除方法。
【請求項７】
　フラメトピルとメトコナゾールとの重量比が１：２０～５０：１の範囲である請求項６
に記載の植物病害の防除方法。
【請求項８】
　フラメトピルとメトコナゾールとの重量比が１：２～５：１の範囲である請求項６に記
載の植物病害の防除方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植物病害防除組成物及び植物病害の防除方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、植物病害を防除する有効成分として、メトコナゾールが知られている（例えば、
特許文献１参照）。また、葉腐病等の芝病害を防除する有効成分としては、フラメトピル
が知られている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１－１８６８７１号公報
【特許文献２】特開平２－１３１４１８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、植物病害に対する優れた防除効力を有し、植物に対し薬害の問題を生じるこ
とがない植物病害防除組成物、及び植物病害の防除方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、鋭意研究を行った結果、有効成分としてフラメトピルとメトコナゾール
とを併用することにより、植物病害防除効果が維持されるとともに投下薬剤量を減少させ
ることが可能となることを見出し、本発明に至った。
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　即ち、本発明は次の通りの構成をとるものである。
〔１〕フラメトピルとメトコナゾールとを有効成分として含有する植物病害防除組成物。
〔２〕フラメトピルとメトコナゾールとの重量比が１：２０～５０：１の範囲である〔１
〕に記載の植物病害防除組成物。
〔３〕フラメトピルとメトコナゾールとの重量比が１：２～５：１の範囲である〔１〕に
記載の植物病害防除組成物。
〔４〕植物病害が芝病害である〔１〕～〔３〕のいずれかに記載の植物病害防除組成物。
〔５〕前記芝病害が葉腐病（ラージパッチ）、葉腐病（ブラウンパッチ）、カーブラリア
葉枯病、ヘルミントスポリウム葉枯病、ダラースポット病、擬似葉腐病（春はげ症）、擬
似葉腐病（象の足跡）、雪腐小粒菌核病、炭そ病、紅色雪腐病、褐色雪腐病、フェアリー
リング病、ゾイシアディクライン、またはネクロティックリングスポット病である〔４〕
に記載の植物病害防除組成物。
〔６〕フラメトピルとメトコナゾールとの有効量を植物または植物を栽培する土壌に施用
する植物病害の防除方法。
〔７〕フラメトピルとメトコナゾールとの重量比が１：２０～５０：１の範囲である〔６
〕に記載の植物病害の防除方法。
〔８〕フラメトピルとメトコナゾールとの重量比が１：２～５：１の範囲である〔６〕に
記載の植物病害の防除方法。
【０００６】
　本発明によれば、植物病害に対して優れた防除効果を発揮するとともに、投下薬剤量を
減少させることが可能となるため、植物に対し薬害の問題を生じることがなくなる。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明の植物病害防除組成物（以下、「本発明組成物」と称する場合がある。）は、フ
ラメトピルとメトコナゾールとを有効成分として含有する。
　本発明組成物は、広範囲の芝病害等の植物病害に対して防除効果を有し、植物に対して
問題となるような薬害を生じない。
　本発明組成物に使用するフラメトピル（ＩＵＰＡＣ：（ＲＳ）－５－クロロ－Ｎ－（１
,３－ジヒドロ－１,１,３－トリメチルイソベンゾフラン－４－イル）－１，３－ジメチ
ルピラゾール－４－カルボキサミド）は、Ｔｈｅ Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ Ｍａｎｕａｌ Ｆ
ｉｆｔｅｅｎｔｈ Ｅｄｉｔｉｏｎ（Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｃｒｏｐ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ Ｃ
ｏｕｎｃｉｌ発行）２００９年第５８０頁に記載の化合物である。
　メトコナゾール（ＩＵＰＡＣ：（１ＲＳ，５ＲＳ；１ＲＳ，５ＳＲ）－５－（４－クロ
ロベンジル）－２，２－ジメチル－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イルメ
チル）シクロペンタノール）は、Ｔｈｅ Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ Ｍａｎｕａｌ Ｆｉｆｔｅ
ｅｎｔｈ Ｅｄｉｔｉｏｎ（Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｃｒｏｐ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ Ｃｏｕｎｃ
ｉｌ発行）２００９年第７４９頁に記載の化合物である。
【０００８】
　フラメトピルとメトコナゾールとの重量比は、１：２０～５０：１、好ましくは１：２
～５：１の範囲である。
【０００９】
　本発明組成物は、フラメトピルとメトコナゾールとを単に混合したものでもよいが、通
常、フラメトピルとメトコナゾールとを、固体担体、液体担体等と混合し、必要により界
面活性剤、その他の製剤用補助剤等を添加して、乳剤、水和剤、懸濁剤、粒剤、顆粒水和
剤、懸濁液剤、粉剤、液剤、エマルジョン剤、マイクロカプセル等に製剤化して用いられ
る。これらの製剤中におけるフラメトピルとメトコナゾールとの合計量は、通常、０．０
１～９９．９重量％、好ましくは０．０５～８０重量％の範囲である。
【００１０】
　製剤する際に用いられる固体担体としては、例えば、粘土類（カオリナイト、珪藻土、
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合成含水酸化珪素、クレー、ベントナイト、酸性白土等）、タルク、その他の無機鉱物（
セリサイト、石英粉末、活性炭、炭酸カルシウム等）、化学肥料（硫安、燐安、硝安、塩
安、尿素等）等の微粉末や粒状物等が挙げられる。
　液体担体としては、例えば、キシレン、アルキルベンゼン、メチルナフタレン等の芳香
族炭化水素類、２－プロパノール、エチレングリコール、プロピレングリコール、エチレ
ングリコールモノエチルエーテル等のアルコール類、アセトン、シクロヘキサノン、イソ
ホロン等のケトン類、ダイズ油、綿実油等の植物油、石油系脂肪族炭化水素類、エステル
類、ジメチルスルホキシド、アセトニトリル及び水が挙げられる。
　界面活性剤としては、例えば、公知の陰イオン界面活性剤、非イオン界面活性剤、陽イ
オン界面活性剤、両性界面活性剤等が挙げられる。具体的には例えば、アルキル硫酸エス
テル類、アルキルスルホン酸塩、アルキルアリールスルホン酸塩、アルキルアリールエー
テル類及びそのポリオキシエチレン化物、ポリエチレングリコールエーテル類、多価アル
コールエステル類、糖アルコール誘導体等が挙げられる。
　その他の製剤用補助剤としては、例えば、カゼイン、ゼラチン、多糖類（澱粉、アラビ
アガム、セルロース誘導体、アルギン酸等）、リグニン誘導体、合成水溶性高分子（ポリ
ビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリル酸等）等の固着剤や分散剤、Ｐ
ＡＰ（酸性リン酸イソプロピル）、ＢＨＴ（２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチル
フェノール）、ＢＨＡ（２－／３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メトキシフェノール）、植物
油、鉱物油、脂肪酸、脂肪酸エステル等の安定剤が挙げられる。
【００１１】
　本発明組成物は、フラメトピル及びメトコナゾールを夫々前記の製剤手法により製剤し
た後、これらを混合することにより調製することもできる。
【００１２】
　本発明組成物は、例えば、カーブラリア葉枯病（Curvularia geniculata）、ヘルミン
トスポリウム葉枯病（Helminthosporium sp.）、ダラースポット病（Sclerotinia homoeo
carpa）、擬似葉腐病（binucleate Rhizoctonia）、葉腐病（Rhizoctonia solani）、雪
腐小粒菌核病（Typhula incarnata, Typhula ishikariensis）、炭そ病（Colletotrichum
 sp.）、紅色雪腐病（Monographella nivalis）、褐色雪腐病（Pythium spp.）、フェア
リーリング病（担子菌類）、ゾイシアディクライン（Gaeumannomyces graminis）、ネク
ロティックリングスポット病（Ophiosphaerella korrae）等の植物病害等に有効である。
【００１３】
　フラメトピルとメトコナゾールとの有効量を、植物病原菌、または植物病原菌の生息す
る場所もしくは生息する可能性のある場所（植物、土壌等）に施用することにより、植物
病害を防除することができる。
【００１４】
　フラメトピルとメトコナゾールとの有効量を、植物または植物を栽培する土壌に施用す
ることにより、植物病害を防除することができる。
　植物または植物を栽培する土壌に施用する場合は、フラメトピルとメトコナゾールとは
同時期に別々に施用してもよいが、通常は施用時の簡便性の観点から、本発明組成物とし
て施用される。
【００１５】
　製剤化された本発明組成物は、そのままで又は水等で希釈して、植物体又は土壌に施用
される。施用場所としては、例えば、公園、ゴルフ場、運動場、道路、家庭の庭等の芝生
が挙げられる。更に、本発明組成物は、他の殺菌剤、殺虫剤、除草剤、肥料、土壌改良剤
等と併用してもよい。このような殺菌剤としては、例えば、プロピコナゾール、テブコナ
ゾール、ミクロブタニル、トリフルミゾール、シプロコナゾール、イミベンコナゾール、
トリアジメホン、トルクロホスメチル、オキスポコナゾール、トリホリン、ジフェノコナ
ゾール、ビテルタノール、シメコナゾール、テトラコナゾール、ヘキサコナゾール、ピリ
ブチカルブ、フルトラニル、メプロニル、チフルザミド、ペンチオピラド、ボスカリド、
アゾキシストロビン、クレソキシムメチル、シアゾファミド、アミスルブロム、フェリム
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ゾン、ベノミル、チオファネートメチル、ペンシクロン、メタラキシル、ヒドロキシイソ
キサゾール、イソプロチオラン、クロロネブ、エクロメゾール、プロパモカルブ酢酸塩、
バリダマイシンＡ、ポリオキシン、イプロジオン、ホセチル、銅、マンゼブ、硫黄、チウ
ラム、ポリカーバメート、ＴＰＮ、キャプタン、イミノクタジンアルベシル酸塩、イミノ
クタジン酢酸塩、オキシテトラサイクリン、ジラム、ストレプトマイシン、プロピネブ、
メパニピリム等が挙げられ、殺虫剤としては、例えば、アセフェート、ダイアジノン、Ｍ
ＥＰ、ピリダフェンチオン、ＤＤＶＰ、プロチオホス、イソキサチオン、トリクロルホン
、ピリミホスメチル、ＭＰＰ、ＢＰＭＣ、カルボスルファン、チオジカルブ、フェノブカ
ルブ、メソミル、ＭＩＰＣ、ＮＡＣ、エトフェンプロックス、トラロメタリン、ペルメト
リン、シクロプロトリン、シハロトリン、シラフルオフェン、ビフェントリン、イミダク
ロプリド、アセタミプリド、クロチアニジン、チアメトキサム、テブフェノジド、テフル
ベンズロン、フルベンジアミド、ベンスルタップ、スピノサド、スピネトラム、インドキ
サカルブ、クロラントラニリプロール、メトキシフェノジド等が挙げられる。また、除草
剤としては、例えば、イマザキン、イマゾスルフロン、エトキシスルフロン、シクロスル
ファムロン、トリフロキシスルフロンナトリウム塩、ハロスルフロンメチル、ピラゾスル
フロンエチル、フラザスルフロン、メトロスルフロンメチル、ヨードスルフロンメチルナ
トリウム塩、リムスルフロン、ホラムスルフロン、フロラスラム、ビスピリバックナトリ
ウム塩、オリザリン、トリフルラリン、プロジアミン、ベスロジン、ペンディメタリン、
ジチオピル、プロピザミド、ブタミホス、トリクロピルトリエチアンモニウム、トリクロ
ピルブトキシエチル、メコプロップＰカリウム塩、ＭＣＰＰ、ＭＣＰＡイソプロピルアミ
ン塩、ＭＣＰＡナトリウム、２,４－ＰＡ、２,４－ＰＡジメチルアミン、２,４－ＰＡナ
トリウム、ＭＤＢＡ、ナプロパミド、アラクロール、クミルロン、カフェンストロール、
インダノファン、トリアジフラム、ＤＢＮ、ＤＣＢＮ、イソキサベン、レナシル、シデュ
ロン、シアナジン、ＣＡＴ、アイオキシニルオクタノエート、ＰＡＣ、ＡＣＮ、オキサジ
アルギル、カルフェントラゾンエチル、ピラフルフェンエチル、クロルフタリム、ベンス
リド、オルソベンカーブ、ベンフレセート、グリホサートイソプロピルアミン塩、ビアラ
ホス、グルホシネート、フルアジホップＰ、ＩＰＣ、ザントモナス・キャンペストリス、
エンドタール二ナトリウム塩、オキサジクロメホン、シンメチリン、ＴＰＮ、ポリカーバ
メート、クロリムロンエチル、フルセトスルフロン、フルポキサム、メタミホップ等が挙
げられる。
【００１６】
　本発明組成物の施用量は、フラメトピルとメトコナゾールとの混合割合、気象条件、製
剤形態、施用時期、施用方法、施用場所、防除対象病害、対象作物等により異なるが、例
えば、１０アールあたりのフラメトピルとメトコナゾールとの合計量としては通常０．１
ｇ～１０ｋｇ、好ましくは１ｇ～１ｋｇである。
　水和剤及び顆粒水和剤等を水で希釈して施用する場合には、フラメトピル及びメトコナ
ゾールの濃度は、通常０．００００１重量％～１０重量％、好ましくは０．０００１重量
％～１重量％である。勿論、場合によっては、水等で希釈することなくそのまま施用する
ことも可能である。
　また、特に、本発明組成物を芝に茎葉処理する場合には、本発明組成物の希釈水にさら
にアジュバントを加え、芝に対する効力の増強を期待することができる。
【００１７】
　また、本発明においては上述の本発明組成物の使用量、使用形態等に準じて有効成分で
あるフラメトピルとメトコナゾールとを施用時に併用して植物に有効量処理することによ
っても優れた植物病害防除効果を発揮し得る。
【００１８】
　本発明は、例えば、芝生又は芝病害微生物が生息する土壌にて使用することができるが
、特に、芝の茎葉に対して散布処理することが好ましい。
【００１９】
　芝地に用いられる芝草としては、ノシバ、ビロードシバ、コウライシバ、ベントグラス
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、ブルーグラス、バミューダグラス、ライグラス、センチピードグラス、セントオーガス
チングラス、バヒアグラス、ダリスグラス、フェスク等を挙げることができる。
【実施例】
【００２０】
　以下に製剤例及び試験例等の実施例を挙げ、本発明を更に具体的に説明するが、本発明
はこれらに限定されるものではない。以下の説明において「部」は重量部を意味する。
【００２１】
製剤例１
　フラメトピル２５部、メトコナゾール１５部、ベントナイト１５部、ラヂオライト３８
．５部、ポリカルボン酸ナトリウム５部、ラウリル硫酸ナトリウム１．５部をよく粉砕混
合して水和剤を得る。
【００２２】
製剤例２
　フラメトピル３０部、メトコナゾール２０部、硫酸アンモニウム２０部、フバサミクレ
ー１６部、ナフタレンスルホン酸縮合物１０部、アルキルサルフェート金属塩４部をよく
粉砕混合して水和剤を得る。
【００２３】
製剤例３
　フラメトピル３０部、メトコナゾール２０部、ラヂオライト１３部、ホワイトカーボン
３０部、アルキルサルフェート金属塩４部及びリグニンスルホン酸ナトリウム塩３部を良
く粉砕混合して水和剤を得る。
【００２４】
製剤例４
　フラメトピル３０部、メトコナゾール２０部、乳糖４３部、リグニンスルホン酸ナトリ
ウム塩３部及びアルキルサルフェート金属塩４部をよく粉砕混合して水和剤を得る。
【００２５】
試験例１（ポット試験：ベントグラスの葉腐病に対する防除効果試験）
　ベントグラス（ペンクロス）の種をプラスチックポットに播種し、温室内で約１ヶ月栽
培し、当該芝の草丈を１０ｍｍ程度にハサミを用いて刈り込した。製剤例１で調製された
本発明組成物及びフラメトピル、メトコナゾールをそれぞれ単独で芝に散布した。散布は
、当該薬液を当該芝の茎葉に対して、液量が２００ｍｌ／ｍ2になるように散布した。芝
の茎葉に付着した薬液を風乾させた後、予めＶ８フスマ培地で２週間培養させたRhizocto
nia solaniの粉砕菌体をそのまま芝の茎葉表面に散粒接種した。その後、過湿条件下で１
３日間置くことにより、発病を促進させた。当該薬液の病害防除効果を調べるために、発
病面積率を目視調査し、下記式に基づき防除価を求めた。
【００２６】
防除価（％）＝１００×（Ｐ－Ｗ）／Ｐ
Ｐ：無処理区発病面積率（％）
Ｗ：各薬剤処理区発病面積率（％）
Ｅ：コルビーの理論値＝（Ｘ＋Ｙ）－（Ｘ×Ｙ）／１００
Ｘ：フラメトピルの防除価
Ｙ：メトコナゾールの防除価
【００２７】
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【表１】

【００２８】
　その結果、驚くべきことに本発明防除剤は、相乗効果として当業者により予想される防
除効果（即ち、コルビーの理論値）に対して優れた効果（即ち相乗効果）を示した。
【００２９】
試験例２（圃場試験：コウライシバの葉腐病に対する防除効果試験）
　コウライシバフェアウェイで試験を行った。２０１１年９月２６日、製剤例１で調製さ
れた本発明組成物及びフラメトピル、メトコナゾールをそれぞれ単独で芝に散布した。散
布は、当該薬液を当該芝の茎葉に対して、液量が２００ｍｌ／ｍ2になるように散布した
。２０１１年１１月７日に発病面積率を目視調査し、下記式に基づき防除価を求めた。
【００３０】
防除価（％）＝１００×（Ｐ－Ｗ）／Ｐ
Ｐ：無処理区発病面積率（％）
Ｗ：各薬剤処理区発病面積率（％）
【００３１】

【表２】

【００３２】
　その結果、フラメトピルやメトコナゾールは防除効果が完璧ではなく発病があったが、
本発明防除剤は完璧な効果を示した。驚くべきことに本発明防除剤は、相乗効果として当
業者により予想される防除効果に対して優れた効果を示した。
　以上の結果より、顕著に高い防除価を示したことから、本発明組成物は優れた相乗作用
を有することが示された。従って本発明により、単に混合した時に得られる相加効果以上
の相乗効果を得ることができ、防除可能な病害の種類が多くなるとともに、その施用量を
減少させることを可能とした。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　本発明によれば、植物病害に対して優れた防除効果を発揮するともに、投下薬剤量を減
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少させることが可能な植物病害防除組成物、及び植物病害防除方法を提供することができ
る。
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